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一一人工呼吸関連機器:ユーザーのレポート

Evita 4のPropotionalPressure Support(PPS) 

東北大学医学部附属病院集中治療部 星邦彦、松川 周

自発呼吸患者では、一回換気量(V)を得るた

めに横隔膜を主体とする吸気筋を収縮させ

て、患者自身の呼吸器系が持つエラスタンス

(E) (コンブライアンス(C)の逆数)と抵抗(R)

に打ち勝つ陰圧を胸腔内に形成しようとす

る.この陰圧を吸気努力 (Peff)と呼び、

Peff = EXV + RXF (吸気流速)と表現でき

る.Eが大きい (Cが低く)あるいはRが大き

い場合、陰圧を形成するために吸気筋は大き

な仕事をしなければならない.

Evita 4のPPSでは、 Cの単位が

cmH20/L、Rの単位がcmH20/L!sec.であ

ることカEら、 CにV(Uを、 RにF(L!sec.)を乗

じてやれば残る単位はcmH20のみであること

に注目し、人工呼吸器が作る圧Pvent(=Paw)

をPvent=C"XV +R" X Fの式にて作り出して

いる.もし、 C"とR"の値が患者のCとRと同じ

値であれば、 PeffとPventの絶対値が同じ値

をとるようになる.つまり、患者の吸気努力

は限り無くOに近ずく.これがEvita4の目指

すPPSである.

PPSの実際を、 test-lungを用いた自発呼吸

モデルで検討した(図).気管チューブを大

気に開放させた状態では、 test-lung内の圧

は、 Plung=3.66XV -8.04xFと表すことが

できる.cを100%補償するようにVA

(volume assist)を調節すると、 PawはPaw=

55.49XV+3.09XFとなり、 Rを100%補償す

るようにFA(f1ow assist)を調節すると、 Paw

= 43.03xV+16.84XFとなる.また、 CとRを

100%補償するようにVAとFAを調節すると、

Paw = 47.40XV+22.86xFとなり、エビタ 4

がVとFの係数を変化させてPawを形成し、
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図.Tcst-Iung-6.5mmの気管チュープ-flowscnsor 

-Evitn!Jの順に後続した門発呼吸モデルで険討し

た.Test-IungのCは23ml/cmH20、Rは24

cmH20/L/s巴c..圧はtest-!ungl"JCPlung)とYコネ

クタ一部CPaw)で測定.

Plungに影響を与えているのがわかる.臨床

例でも使用してみたが、 Plungや食道内圧

(P回 0)の吸気時の圧変化はVAとFAの組み合

わせを変えると微妙に違ってくるため、実際

の使用にあたっては食道内圧のモニターなど

が望ましい.また、 VAとFAの値によって一

回換気量が変化するため、 VAとFAの初期設

定値、患者の呼吸中枢との相互関係、 PPSを

用いたweaningの方法などが、今後の課題と

思われた.
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患者さんの自発呼阪を最大限に活かした
新発想の呼吸ケアオプション、
ブリージングサポートキット(PPS)を搭載。

r---

-シンプルな操作

タッチスクリーン方式のコントロールパネルと、

ロータリーノブによる「選13i・回す・押すJだけの簡単操作0

・オプション追加によるアップクレード可能

ユーザニーズに応じて、オプションの追加による
アップク!レードが可能です。

・プリージンクサポートキット(pPS) 挿管チューブによる
呼吸抵抗を軽減し(ATC)、患者さんの自発呼吸に近い
呼吸サポート(PPS)で人工呼吸器からの早期敵脱を促進。

・ネ::tフローキットー体重O.5kgからの未熟児/新生児も対応可能。
'SpO，センザ・・呼吸・循環の同時評価で診断機能が充実。

・BIPAPモード標準装備

高い気道内圧による締障害やファイテインクの危険性を最小限に抑えま弘

・CO，センサ標準装備

ガス交換の指標、適正挿管の判断に有効芯CQ，計漬u機能を箔載。

・IdealBody Weightスタート機能

電源妓入時、体重を入力するだけで自動的に初期設定が完了。

患者さんに最適の呼吸ケアを素早く開始できます。
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